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『
民
族
自
決
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
レ
翼
ニ
ン
主
義
の
一
断
面
ー

中
　
澤
　
精
　
次

B良

は
　
し
　
が
　
き

　
一
九
五
八
年
一
月
の
「
ソ
ヴ
エ
ト
國
家
と
法
」
誌
上
に
、
「
人
民
な
ら
び
に
民
族
の
自
決
の
原
則
の
歪
曲
に
反
封
す
る
」
と
題
す
る
ゲ
・
ス
タ

ル
シ
エ
ン
コ
の
論
文
が
記
載
さ
れ
た
。
彼
は
、
國
際
蓮
合
憲
章
の
規
定
す
る
民
族
自
決
の
原
則
に
つ
い
て
の
、
す
な
わ
ち
主
と
し
て
第
輔
條
第
二

項
、
第
五
五
條
お
よ
び
第
七
六
條
に
つ
い
て
の
い
わ
ば
ソ
ヴ
エ
ト
的
な
解
縄
を
展
開
し
た
後
、
「
若
き
ソ
ヴ
エ
ト
國
家
が
四
〇
年
以
前
に
自
己
の

封
外
政
策
の
指
導
原
則
と
し
て
宣
言
し
た
民
族
自
決
の
原
則
は
、
今
日
も
つ
と
も
璽
要
な
、
雫
う
絵
地
の
な
い
躍
際
法
上
の
原
則
の
一
つ
と
な
つ

た
。
人
民
な
ら
び
に
民
族
（
塁
薯
員
謹
器
量
旨
）
の
自
決
の
原
則
は
、
現
代
枇
禽
の
も
つ
と
も
重
要
な
嚢
展
の
一
傾
向
ー
ー
植
民
地
主
義
の
糟
算

な
ら
び
に
あ
ら
ゆ
る
人
民
の
も
つ
と
も
よ
き
民
族
的
特
質
の
開
花
へ
の
志
向
ー
を
正
し
く
反
映
し
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
自
決
の
原
則
の
兜
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

な
勝
利
は
不
可
避
的
で
あ
る
」
と
記
蓮
し
て
そ
の
稿
を
結
ん
で
い
る
。
李
和
を
希
求
す
る
國
際
的
な
現
況
に
お
い
て
、
琵
族
自
決
の
漂
則
を
譲
他

の
政
治
原
則
と
の
闘
蓮
に
お
い
て
い
か
に
評
償
す
る
こ
と
が
要
嘗
で
あ
る
か
は
、
嘗
然
究
明
さ
れ
て
よ
い
今
β
的
な
問
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
し

　
　
　
『
民
族
自
決
』
の
ス
腿
ー
ガ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
罠
一
　
　
（
五
圏
七
）



　
　
　
『
民
族
自
決
』
の
ス
巨
ー
ガ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
二
　
　
　
（
五
四
八
）

か
し
茅
、
れ
は
し
ば
ら
く
措
き
、
四
〇
年
以
前
の
若
き
ソ
ヴ
エ
ト
國
家
が
、
自
決
の
原
則
を
宣
言
し
て
い
る
と
い
う
ス
タ
ル
シ
エ
ン
コ
の
指
摘
そ
の

も
の
を
考
え
て
み
た
い
。

　
周
知
の
よ
う
に
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ス
ト
は
一
九
〇
三
年
の
第
二
同
窯
大
會
で
、
民
族
問
題
に
關
す
る
最
初
の
、
そ
し
て
ま
た
後
年
の
民
族
間
題
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

孚
の
論
争
融
と
な
つ
た
「
國
家
の
形
成
に
至
る
ま
で
の
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
の
自
決
の
穫
利
」
の
承
認
と
い
う
規
定
を
第
九
條
と
す
る
裳
綱
領
を
探

捧
し
た
。
ま
た
ソ
ヴ
エ
ト
政
槽
樹
立
の
際
の
宣
言
、
す
な
わ
ち
一
九
一
七
年
コ
月
一
五
日
の
「
ロ
シ
ア
人
民
の
穫
利
宣
言
」
な
ら
び
に
一
九
舶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
邑

八
年
一
月
一
六
日
の
「
勤
螢
被
搾
取
人
民
の
穫
利
宣
言
」
は
、
い
ず
れ
も
民
族
自
決
の
原
則
を
肯
定
し
て
い
る
。
し
か
ら
ば
、
民
族
の
自
決
を
す

で
に
四
〇
年
以
前
に
封
外
政
策
上
の
指
導
原
則
と
し
て
宣
言
し
た
と
い
う
ス
タ
ル
シ
エ
ン
コ
の
記
述
は
、
歴
史
的
具
艦
的
に
な
に
を
指
し
て
い
る

の
か
。
そ
れ
は
到
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
少
く
と
も
民
族
問
題
に
關
し
て
は
一
九
〇
三
年
の
蕪
綱
領
の
直
線
上
に
お
い
て
定
立
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
前
記
の
よ
う
な
、
す
な
わ
ち
革
命
當
初
の
諸
宣
言
の
規
定
す
る
民
族
の
自
決
、
要
す
る
に
レ
！
昌
ン
的
な
民
族
の
自
決
と
ス
タ
ル
シ
エ
ン
認

の
規
定
す
る
民
族
の
自
決
と
を
試
み
に
封
置
さ
せ
て
み
る
と
、
表
現
こ
そ
同
一
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
、
南
者
は
決
し
て
輔
致
し
な
い
こ
と
が
明

　
　
　
　
（
4
）

ら
か
と
な
る
。
し
か
も
民
族
の
自
決
と
い
う
命
題
の
國
家
穣
力
的
な
承
認
と
そ
の
提
示
は
、
革
命
直
後
の
宣
言
の
み
を
も
つ
て
終
つ
て
は
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い
。
自
決
の
原
則
は
憲
法
的
な
規
定
と
し
て
定
立
さ
れ
、
あ
る
い
は
封
外
政
策
上
の
原
則
と
し
て
提
示
さ
れ
て
今
日
に
至
つ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

民
族
の
自
決
に
つ
い
て
の
そ
れ
ら
の
歴
史
的
な
諸
規
定
は
、
機
械
的
に
乃
至
は
ま
た
抽
象
的
に
比
較
考
察
し
得
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か

し
民
族
自
決
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
今
日
な
お
國
際
肚
會
に
お
い
て
依
然
と
し
て
生
命
力
を
保
持
し
つ
づ
け
て
お
り
、
ま
た
そ
う
し
た
歌
況
に
た
い

し
て
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ス
ト
は
決
し
て
鈍
感
で
は
な
い
。
し
か
も
彼
等
の
提
示
す
る
民
族
自
決
の
意
味
内
容
に
歴
史
的
な
攣
化
が
認
め
ら
れ
る
と
す

れ
ば
、
ま
ず
も
つ
て
、
民
族
自
決
の
い
わ
ば
古
典
的
な
、
す
な
わ
ち
レ
ー
ニ
ン
的
な
規
定
そ
の
も
の
の
検
討
が
改
め
て
要
求
さ
れ
て
よ
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
本
稿
は
レ
ー
ニ
ソ
の
い
う
民
族
自
決
の
意
味
内
容
を
彼
の
民
族
理
論
と
の
關
遽
に
お
い
て
把
握
す
る
。
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1
）
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冨
℃
樽
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寓
民
P
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引
‘
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一
｝
｝
o
弓
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蕃
閑
七
き
お
韓
室
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窟
一
雷
∈
…
暫
g
竃
o
o
鵠
驚
員
g
o
婁
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塁
℃
o
涌
o
国
寓
臣
5
憲
”
、
。
O
o
器
司
葵
8
8
2
知
ゆ
嘗
図
o
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目
匂
器
o
㌦
ヤ
属
o
●
ど
一
譲
o
o
｝
9
宰
司
O
。

（
2
）
躍
コ
∩
O
閃
冨
8
蓼
量
義
＝
窟
目
象
慧
＝
8
睾
鼻
さ
畳
層
①
冨
貰
葺
寓
望
臣
讐
8
長
』
一
。
臭
郵
一
。
翠
暴
撃
ど
身
ヤ
登

（
3
）
　
一
九
一
七
年
一
一
月
一
五
日
の
「
ロ
シ
ア
人
民
の
穫
利
宣
言
」
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
宣
言
す
る
。

　
「
こ
の
年
の
六
月
の
ソ
ヴ
エ
ト
大
曾
は
ロ
シ
ア
人
民
の
自
由
な
自
決
の
権
利
を
宣
冒
し
た
。

　
こ
の
年
の
一
一
月
の
第
二
同
ソ
ヴ
呂
ト
大
會
は
β
シ
ア
人
民
の
こ
の
奪
う
べ
か
ら
ざ
る
椹
利
を
よ
り
正
確
且
っ
明
確
に
再
確
認
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
大
舎
の
意
志
に
し
た
が
つ
て
、
ソ
ヴ
エ
ト
人
民
委
員
會
は
・
シ
ア
の
民
族
問
題
に
關
す
る
自
己
の
活
動
の
基
礎
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
原
則
の
採
樺
を

　
決
議
し
た
。

　
一
、
ロ
シ
ア
人
民
の
李
等
と
主
権
。

　
二
、
分
離
し
て
猫
立
の
國
家
を
形
成
し
得
る
目
シ
ア
人
民
の
自
由
な
自
決
の
椹
利
。

　
三
、
除
す
と
こ
ろ
の
な
い
、
す
べ
て
の
民
族
的
な
ら
び
に
民
族
宗
教
的
な
特
権
と
拘
束
の
駿
止
。

　
：
・
：
」
（
8
塞
巽
翠
馨
嚇
醤
塁
零
多
》
ン
9
器
塁
8
」
山
●
ン
＝
9
ε
蓋
量
肇
良
皇
さ
寓
9
ミ
旨
塁
』
ざ
雲
5
お
鼻
2
｝
℃
㎝
。。
を
。

　
　
ま
た
、
一
九
一
八
年
一
月
一
六
日
の
「
勤
勢
被
搾
取
人
民
の
穆
利
宣
言
」
は
・
’
、
の
第
三
章
第
一
項
に
お
い
て
つ
ぎ
の
よ
5
に
宣
言
し
て
い
る
。

　
　
「
す
べ
て
の
載
箏
の
う
ち
で
も
つ
と
も
犯
罪
的
な
こ
の
戦
筆
に
お
い
て
全
世
界
を
血
潮
に
そ
め
た
金
融
贅
本
と
帝
國
主
義
の
毒
牙
か
ら
人
類
を
救
出
し
ょ
う
と

　
　
す
る
不
屈
の
決
意
を
表
明
す
る
第
三
回
ソ
ヴ
エ
ト
大
會
は
、
ソ
ヴ
エ
ト
政
府
の
政
策
で
あ
る
秘
密
條
約
の
破
棄
、
現
在
交
職
中
の
軍
除
内
の
勢
働
者
な
ら
ぴ
に

　
　
農
民
相
互
の
も
つ
と
も
廣
範
な
交
歌
の
組
織
化
、
お
よ
び
人
民
の
自
由
な
自
決
に
基
く
、
無
併
合
無
賠
償
の
民
主
主
義
的
講
和
の
、
犠
牲
を
か
え
り
み
な
い
革

　
　
命
的
な
方
法
に
よ
る
達
成
に
全
面
的
に
賛
同
す
る
」
（
↓
窪
隅
美
ρ
藷
マ
さ
o
o
～
一
宝
）
と
。

　
　
し
か
し
「
ロ
シ
ア
人
民
の
樺
利
宣
書
」
と
「
動
勢
被
搾
取
人
民
の
権
利
宣
言
」
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
自
決
と
い
う
用
語
が
後
者
に
は
僅
か
一
箇
所
、
し
か

　
も
前
記
の
よ
う
な
救
蓮
内
容
に
お
い
て
し
か
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
氣
付
く
。
「
ロ
シ
ア
人
民
の
権
利
宣
言
」
が
取
上
げ
て
い
る
民
族
の
権
利
に
つ
い
て
、
一
、
勤
勢

　
被
搾
取
人
民
の
樺
利
宣
冒
」
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。
男
・
蜜
即
G
影
o
『
は
こ
の
黙
を
一
つ
の
問
題
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
o
や
℃
寓
即
ロ
吋
拶
o
ダ
躬
‘
庵
O
昌
気

　
帰
の
ロ
琶
o
楠
乞
p
試
o
昌
毘
詳
気
ピ
曽
零
甘
窪
o
q
m
砿
ぎ
、
肉
o
昌
喝
K
o
霧
の
o
協
淳
o
ぎ
≦
9
閑
Φ
豊
匿
の
㌦
ヤ
蜜
g
琶
o
F
お
巽
｝
や
N
o
o
．

（
4
）
　
ス
タ
ル
シ
ェ
ン
コ
に
ょ
る
と
、
貞
決
の
権
利
は
封
外
的
な
側
面
と
封
内
的
な
側
面
、
す
な
わ
ち
人
民
あ
る
い
は
民
族
の
園
際
的
な
政
治
的
・
経
濟
的
地
位
の

　
決
定
権
と
自
己
の
政
治
的
・
肚
會
的
・
纒
濟
的
な
農
制
の
決
定
権
と
を
備
え
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
側
面
の
統
一
こ
そ
が
自
決
擢
の
内
容
を
構
成
す
る
と
考
え
ら

　
れ
て
い
る
（
O
鮮
り
鴫
塁
野
8
．
ε
q
マ
雷
）
。
し
か
も
彼
は
、
さ
ら
に
、
封
外
的
な
側
面
は
、
偶
分
離
し
て
獅
立
の
國
家
を
形
成
す
る
権
利
、
㈲
他
國
と
の
併

『
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族
自
決
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
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民
族
慮
決
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ス
ロ
犀
ガ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
．
ム
四
　
　

（
五
五
〇
）

合
を
臼
的
と
し
た
分
離
の
擢
利
、
⑥
同
一
の
民
族
を
包
含
す
る
剛
家
と
合
同
し
て
連
邦
制
あ
る
い
は
自
治
州
制
に
基
く
中
央
集
権
國
家
を
形
成
す
る
擢
剰
を
、
重

　
た
封
内
的
な
側
面
は
、
紛
自
己
の
國
家
的
・
肚
舎
的
な
髄
制
の
決
定
権
、
㈲
自
己
の
天
然
賓
源
の
宮
由
な
慮
分
檬
と
自
己
の
経
済
生
活
に
た
い
す
る
肉
虫
な
櫨
導

　権、

⑥
∵
丈
化
・
宗
歎
等
々
の
一
般
的
な
封
内
問
題
す
べ
て
の
決
定
権
を
當
然
に
包
含
す
る
も
の
と
解
し
て
い
る
（
∩
胴
ご
吋
幽
零
葵
9
身
亨
ま
）
。
し
か
る
に
レ
ー

　
昌
ソ
に
よ
る
と
民
族
の
自
決
構
は
、
理
論
的
に
も
實
際
的
に
も
、
國
家
的
な
分
離
横
乃
璽
は
政
治
的
な
自
決
擢
と
し
て
以
外
に
は
解
し
得
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ス
タ
ル
シ
エ
ン
コ
に
よ
る
レ
葦
昌
ソ
の
民
族
理
論
の
援
用
は
果
し
て
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

（
5
）
O
歴
噂
日
Q
箋
菖
Φ
ン
ト
曽
尉
O
冒
鶴
邑
国
Q
ξ
O
周
曲
揖
紳
謬
O
q
・
ロ陰
・
幹
客
。
お
ミ
∴
宏
評
2
0
需
嘱
O
吋
F
お
蟄
『
サ
紹
・
し
か
し
か
か
る
宴
賞
は
、
「
ソ
遷
の

　
偉
大
な
叢
績
は
、
前
時
代
の
遺
産
と
し
て
、
世
界
最
初
の
こ
の
鮭
倉
主
義
國
家
に
異
え
ら
れ
た
最
も
複
雑
な
諜
魑
の
一
つ
で
あ
る
民
族
問
題
の
解
決
で
あ
る
」

　
（
7
号
鰭
℃
8
鷺
頃
‘
《
9
0
藍
ぎ
覚
＝
皇
砦
超
0
3
ぎ
養
鱒
…
開
コ
O
O
謹
蕾
ぎ
ぎ
鷺
匿
o
蓉
唇
o
R
と
醐
嗣
幽
謬
℃
議
貴
ぎ
蓋
き
震
o
ε
§
職
一
馨
騨
葦
き
．
、
試
o
竃
謬
短
議
議
9
鴇
．
、

　
匿
9
翼
曽
お
鵠
璽
9
マ
ε
）
こ
と
を
直
ち
に
物
語
る
も
の
で
は
な
い
。

（
6
）
　
本
稿
で
は
、
主
題
の
考
察
を
時
間
的
に
、
す
な
わ
ち
一
九
一
七
年
の
革
命
以
前
に
限
定
し
た
、

　
す
ぐ
れ
て
現
實
的
な
革
命
主
義
者
で
あ
つ
た
レ
：
畠
ン
の
專
心
的
な
關
心
事
は
、
ブ
ロ
レ
タ
夢
ア
の
階
級
闘
孚
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
よ
る
擢
力

の
獲
得
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
民
族
解
放
蓮
動
と
闘
雫
し
つ
つ
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
：
ト
と
の
同
盟
の
問
題
で
あ
つ
て
、
罠
族
あ
る
い
は
民
族
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

義
一
殻
の
主
題
的
解
明
で
は
な
か
つ
た
。
と
は
い
え
、
彼
が
民
族
の
概
念
あ
る
い
は
民
族
主
義
の
本
質
に
つ
い
て
の
考
察
を
全
く
訣
い
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
彼
は
民
族
乃
至
は
民
族
蓮
動
を
本
來
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
、
し
た
が
つ
て
ま
た
全
く
過
渡
的
な
事
象
と
み
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な

認
識
を
悲
謂
と
し
て
彼
の
民
族
理
論
が
構
成
さ
れ
、
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
異
論
を
さ
し
は
さ
む
絵
地
は
ま
ず
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ε

　
す
な
わ
ち
レ
ー
ニ
ソ
に
よ
る
と
、
民
族
問
題
も
ま
た
諸
他
の
敵
會
間
題
と
同
襟
に
、
ま
ず
～
、
一
定
の
歴
史
の
棒
の
な
か
で
提
起
し
」
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
と
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
の
無
條
件
的
な
要
求
に
帥
し
て
、
嚢
展
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
義
を
民
族
運
動
の
見
地
か
ら
整
理
す
る
と
、
も

ち
ろ
ん
壁
に
よ
つ
て
相
互
に
剣
然
と
仕
切
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
「
根
本
的
に
異
つ
て
い
る
資
本
主
義
の
二
つ
の
時
期
を
獲
別
す
る
殊
艶
」



が
認
め
ら
れ
る
と
い
）
。

「
獲
展
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
義
に
は
、
民
族
問
題
に
つ
い
て
の
二
つ
の
歴
史
的
傾
向
が
あ
る
。
第
一
の
傾
向
は
、
民
族
生
活
と
民
族
潔
動
の
畳
醒
、

あ
ら
ゆ
る
民
族
的
抑
璽
に
た
い
す
る
闘
璽
、
民
族
國
家
の
創
造
で
あ
る
。
第
二
の
傾
向
は
、
諸
民
族
聞
の
種
々
な
闘
係
の
嚢
展
と
頻
褒
化
、
民
族

的
隔
壁
の
破
壊
、
資
本
、
経
済
生
活
一
般
、
政
治
、
科
學
等
の
國
際
的
統
一
の
形
成
で
あ
る
。

　
こ
の
二
つ
の
傾
向
は
資
本
主
義
の
世
界
的
法
則
で
あ
る
。
第
一
の
傾
向
は
、
資
本
主
義
の
護
展
の
初
期
に
優
勢
で
あ
る
が
、
第
二
の
傾
向
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
》

肚
食
主
義
杜
舎
に
韓
化
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
成
熟
し
た
資
本
主
義
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る
」
と
。

　
す
な
わ
ち
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
煮
の
民
族
政
策
は
原
理
的
に
つ
ね
に
同
一
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
第
一
の
民
族
主
義
的
な
段
階
で
は
、
民
族
の

同
槽
と
自
決
権
を
擁
護
し
、
ま
た
ブ
ル
ジ
郭
ア
民
主
主
義
革
命
に
よ
つ
て
第
一
の
段
階
と
は
匠
別
し
得
る
第
二
の
國
際
主
義
的
な
段
陛
で
は
、
國

際
主
義
の
原
則
を
違
守
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
断
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
彼
に
と
つ
て
、
こ
の
嚴
守
さ
れ
る
ぺ
き
爾
際
主
嚢
は
、
自
決
の
康

則
を
必
ず
し
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
し
か
ら
ば
、
彼
の
直
面
し
た
典
型
的
な
多
氏
族
晒
家
q
シ
ア
の
現
實
は
、
前
記
の
い
ず
れ
の
段

階
に
位
澱
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
。
ま
ず
こ
れ
を
撮
黙
と
し
て
レ
！
ニ
ン
の
論
理
を
追
つ
て
み
よ
う
。

　
そ
も
そ
も
封
建
制
に
た
い
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
最
絡
的
な
勝
利
の
時
期
は
、
世
界
の
何
威
に
お
い
て
も
、
民
族
田
家
の
形
成
へ
と
志

向
す
る
民
族
逞
動
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
　
こ
の
歴
史
的
事
實
は
、
民
族
國
家
が
資
本
主
義
の
要
求
に
も
つ
と
も
よ
く
適
合
し
た
國
家
形
態
で
あ

り
・
「
資
本
主
義
の
規
範
で
あ
り
・
全
轟
戦
V
」
で
あ
る
こ
ζ
資
本
主
義
の
も
と
に
お
け
る
民
族
問
題
の
解
決
は
民
族
の
同
槽
と
自
決
槙
を
一
環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3

と
す
る
完
全
な
民
主
主
義
の
實
現
を
措
い
て
な
い
こ
と
、
民
族
の
自
決
は
民
族
の
政
治
的
乃
至
は
國
家
的
な
分
離
以
外
に
解
纏
し
得
ぬ
こ
と
を
意

味
す
る
。
し
か
る
に
現
實
の
ロ
シ
ア
は
未
だ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
を
完
了
し
て
い
な
い
。
β
シ
ア
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
霧
ア
罠
主
主
義
的
な

民
族
蓮
動
の
覚
醒
、
獅
立
し
て
輩
一
の
民
族
國
家
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
志
向
の
存
在
は
、
盲
目
で
な
い
か
ぎ
り
、
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ロ
シ
ア
に
お
け
る
民
族
運
動
は
歴
史
的
必
然
で
あ
り
、
民
族
閥
題
の
合
理
的
な
解
決
ぱ
か
か
る
騰
史
的
必
然
性
の
承
認
、
瑚

　
　
　
　
『
属
族
臼
決
』
の
ス
μ
3
ガ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
．
．
五
　
　

（
五
κ
一
）



　
　
　
『
民
族
自
決
』
の
ス
ロ
響
ガ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
六
　
　
　
（
五
匠
二
）

書
す
れ
ば
民
族
の
獅
立
と
李
等
を
保
誰
す
る
首
尾
一
貫
し
た
民
主
主
義
の
實
現
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
。
レ
ー
ニ
ソ
は
か
く
考
察
す
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
民
族
の
自
由
お
よ
び
獅
立
の
蓮
動
と
民
主
主
義
と
が
直
結
し
て
い
た
一
九
世
紀
と
は
異
り
、
二
〇
世
紀
の
今
日
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

「
軍
國
主
義
の
増
大
、
載
孚
の
頻
穫
、
反
動
の
張
化
、
民
族
的
抑
歴
お
よ
び
植
民
地
略
奪
の
彊
化
と
撞
大
」
を
不
可
避
と
す
る
帝
國
主
義
の
段
階

に
お
い
て
は
、
完
全
な
民
主
主
義
の
擁
護
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
期
待
す
る
こ
と
は
、
一
般
に
は
、
最
早
不
可
能
で
あ
る
。
民
主
主
義
の
首
尾
一

貫
し
た
擁
謹
者
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
以
外
に
見
出
し
得
な
い
。
　
ロ
シ
ア
に
お
い
て
ま
た
然
り
で
あ
る
。
「
勝
利
を
得
た
就
會
主
義
が
完
全
な
昆

　
　
　
も

主
主
義
を
實
現
し
な
い
こ
と
が
あ
り
得
な
い
と
同
様
に
、
民
主
主
義
の
た
め
の
全
面
的
な
、
一
貫
し
た
革
命
闘
孚
を
お
こ
な
わ
な
い
プ
ロ
レ
タ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
》

ア
ー
ト
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
た
い
す
る
勝
利
を
準
備
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
被
抑
墜
民
族
の
解
放
蓮
動
は
必

然
的
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ヨ
ト
に
結
び
つ
く
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
同
盟
を
拒
否
し
て
民
族
の
眞
の
自
由
と
獅
立
、
す
な
わ
ち
民
族
の
民
主
主

義
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
と
。
か
よ
う
に
し
て
レ
ー
二
γ
は
、
帝
國
主
義
的
な
段
階
に
お
け
る
民
族
問
題
の
解
決
に
は
被
抑
塵
民
族
と
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
：
ト
と
の
同
盟
が
不
可
訣
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
得
た
。

　
し
か
ら
ば
、
民
族
問
題
は
、
民
族
蓮
動
を
同
盟
者
と
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
：
ト
の
民
主
主
義
革
命
の
途
行
に
よ
つ
て
決
定
的
に
解
決
さ
れ
る
の

か
。
換
言
す
る
と
二
〇
世
紀
的
な
段
階
の
資
本
主
義
肚
會
に
お
い
て
も
民
族
的
亭
和
の
達
成
は
充
分
に
可
能
で
あ
る
の
か
。
彼
は
、
民
族
の
自
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
も
　
　
む
　
　
ち

を
一
環
と
す
る
「
政
治
的
民
主
主
義
の
あ
ら
ゆ
る
根
本
的
諸
要
求
が
、
帝
國
主
義
の
も
と
で
く
實
現
可
能
V
で
あ
る
の
は
不
完
全
な
、
そ
こ
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

れ
た
も
の
、
ま
た
ま
れ
な
例
外
（
た
と
え
ぱ
一
九
〇
五
年
に
お
け
る
ス
ウ
呂
ー
デ
ソ
か
ら
の
ノ
ル
ウ
呂
ー
の
分
離
）
と
し
て
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
や
　
　
も

る
。
す
な
わ
ち
民
族
間
題
の
根
源
的
な
解
決
に
は
「
民
族
的
抑
塵
を
編
逐
す
る
た
め
の
脛
濟
的
前
提
、
す
な
わ
ち
久
し
い
以
前
か
ら
知
ら
れ
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
廷
）

た
論
雫
の
籐
地
の
な
い
も
の
と
な
つ
て
い
る
も
の
」
の
成
立
、
要
す
る
に
肚
會
主
義
の
勝
利
こ
そ
が
不
可
訣
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
資
本
主
義
に
た
い
す
る
肚
會
主
義
の
勝
利
、
肚
會
主
義
砒
會
の
實
現
そ
れ
自
饅
は
、
彼
に
よ
る
と
、
蔵
ち
に
民
族
問
題
の
解
決
を
意
味
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
㌧
　
　
（
珍
）

の
で
は
な
か
つ
た
。
「
勝
利
を
得
た
批
會
主
義
が
完
全
な
共
産
主
義
へ
と
成
長
轄
化
す
る
ま
で
は
、
國
家
を
承
認
」
し
な
げ
れ
ば
な
ら
蹟
の
で
あ



　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
リ

り
　
し
た
が
つ
て
國
境
の
民
主
的
な
決
定
、
別
言
す
る
と
「
あ
る
民
族
の
國
家
の
境
界
内
に
地
の
民
族
を
暴
力
的
に
引
止
め
て
お
く
」
民
族
的
抑

歴
の
最
終
的
な
排
除
は
、
砒
會
主
義
的
な
段
階
に
お
い
て
も
・
な
お
一
個
の
政
治
的
課
題
と
し
て
存
在
弘
網
か
ら
で
あ
る
と
思
考
さ
れ
て
い
る
。

民
族
問
題
の
完
全
な
解
決
、
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
民
族
的
準
和
の
實
現
は
、
し
か
ら
ぱ
、
い
か
に
し
て
可
能
と
な
る
の
か
。

「
資
本
主
義
の
も
と
で
は
民
族
的
抑
塵
（
な
ら
び
に
政
治
的
抑
塵
一
般
）
を
な
く
す
こ
と
は
不
勢
筋
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
階
級
を
な
く
す
こ
と
、

す
な
わ
ち
肚
會
主
義
を
實
現
す
る
こ
と
が
姪
塾
で
あ
る
。
し
か
し
肚
會
主
義
は
、
経
濟
に
基
礎
を
置
く
と
は
い
え
、
す
べ
て
を
経
濟
に
饒
着
さ
せ

る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
民
族
的
抑
墜
を
排
除
す
る
た
め
に
は
土
蔓
i
肚
會
主
義
的
生
産
1
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
土
蔓
の
上
に
、
ぎ

し
　
　
も

ら
に
民
主
主
義
的
な
國
家
組
織
、
民
主
主
義
的
な
軍
隊
、
そ
の
他
が
必
要
で
あ
る
。
資
本
主
義
を
肚
會
主
義
へ
と
改
組
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
は
民
族
的
抑
璽
を
完
全
に
排
除
す
る
節
蝕
性
を
つ
く
り
だ
す
。
こ
の
可
能
性
は
、
佳
民
の
く
共
感
V
に
慮
じ
た
國
境
の
決
定
に

至
る
ま
で
の
、
分
離
の
完
全
な
自
由
に
至
る
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
民
主
主
義
を
完
全
に
實
行
す
る
場
合
に
く
の
み
V
ー
〈
の
み
V

　
　
　
　
　
ち
　
　
ヨ
　
　
リ

で
あ
る
f
現
實
性
に
韓
化
す
る
。
こ
の
基
盤
の
上
で
、
今
度
は
、
ご
く
僅
か
の
民
族
的
摩
擦
も
、
ご
く
僅
か
の
民
族
的
不
信
も
絶
封
に
排
除
す

　
　
　
　
ち
　
　
め
　
　
じ

る
こ
と
が
實
際
に
お
こ
な
わ
れ
、
諸
民
族
の
す
み
や
か
な
接
近
と
融
合
が
生
れ
、
こ
の
融
合
は
國
家
の
殆
滅
給
わ
ウ
で
完
成
さ
れ
る
。
こ
れ
が
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ル
ク
ス
主
義
の
理
論
で
あ
る
」
と
。

　
す
な
わ
ち
レ
ー
ニ
ソ
の
民
族
理
論
に
よ
る
と
、
民
族
問
題
の
解
決
は
、
決
定
的
に
は
肚
會
主
義
冠
會
の
實
現
に
、
最
絡
的
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

獅
裁
穂
力
に
よ
る
民
族
自
決
穗
の
承
認
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
理
論
に
お
い
て
は
、
民
族
自
決
穫
の
承
認

は
、
實
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
國
際
主
義
の
原
則
に
決
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
し
か
も
ま
た
彼
の
理
論
は
、
民
族
問
題
に
直
面
し
た

プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
黛
が
、
肚
會
主
義
革
命
以
前
あ
る
い
は
革
命
の
間
に
お
い
て
民
族
自
決
穫
の
承
認
を
拒
否
す
る
こ
と
を
、
黙
許
す
る
も
の
で
も
な

　
　
　
　
　
　
（
脇
）

か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
民
族
理
論
は
民
族
自
決
民
族
文
化
等
々
の
民
族
的
要
求
一
般
、
す
な
わ
ち
民
族
の
普
遍
的
な
意
義
を
全
く
否
定
す
る
。

　
　
　
『
民
族
自
決
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
七
　
　
　
（
五
五
三
）



　
　
　
　
『
民
族
自
決
』
の
ス
回
置
ガ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
八
　
　

（
五
五
四
）

民
族
問
題
の
解
決
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
蕪
の
第
一
義
的
な
課
題
で
あ
る
と
は
全
く
考
え
て
い
な
い
。
彼
の
理
論
は
資
本
主
義
の
獲
展
に
伴
う
國
際
化

の
自
然
必
然
的
な
進
行
、
就
中
肚
會
主
義
肚
會
に
お
け
る
民
族
的
融
合
の
進
行
を
豫
想
し
て
い
た
。
「
経
濟
上
の
進
歩
の
見
地
か
ら
し
て
も
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

衆
の
利
盆
の
見
地
か
ら
し
て
も
大
國
が
有
利
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
」
、
「
人
民
大
衆
は
日
々
の
経
験
か
ら
し
て
、
地
理
的
・
経
濟
的
結
び
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

の
意
義
や
、
亘
大
な
市
場
と
亘
大
な
國
家
の
彊
み
を
よ
く
知
つ
て
い
る
」
。
し
か
も
、
大
國
の
利
勲
は
杜
會
主
義
肚
會
に
お
い
て
特
に
顯
著
に
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
）

れ
、
ま
た
強
く
自
発
さ
れ
て
く
る
と
確
信
し
て
い
た
。
し
か
ら
ば
『
民
族
自
決
』
椹
の
承
認
と
い
う
命
題
が
、
い
か
に
し
て
、
窯
の
綱
領
上
に
提

示
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
か
。

　
（
1
）
　
言
語
、
地
域
、
経
済
生
活
お
よ
び
丈
化
の
共
通
性
の
う
ち
に
あ
ら
わ
れ
る
心
理
欺
態
の
共
通
性
を
墓
礎
と
し
て
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
彊
固
な
共
同
艘
で

　
　
あ
る
と
規
定
さ
れ
た
ス
タ
ー
リ
ソ
の
民
族
概
念
は
、
多
分
レ
ー
呂
ソ
の
受
入
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
み
る
こ
と
（
o
楠
。
野
り
》
U
・
曽
■
O
ロ
ぎ
o
μ
昏
o

　
　
O
q
⑦
o
o
酔
6
自
9
2
ゆ
註
O
巨
な
噂
2
0
司
嘱
9
F
お
紹
噸
サ
碁
）
は
、
一
慮
肯
定
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
が
、
ス
タ
ー
リ
ソ
の
纏
念
規
定
ー
彼
の
民
族
政
策
で
ば

　
　
な
い
ー
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
民
族
の
主
艘
的
な
契
機
の
輕
親
が
レ
：
昌
ソ
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
つ
た
か
と
い
う
こ
と
は
一
つ
の
問
題
で
あ
る
。

　
（
2
）
』
o
塁
3
騨
＝
‘
0
2
塁
畠
蓋
、
器
誉
喜
o
毒
お
0
3
9
8
記
凶
O
”
自
亭
o
。
記
．
邦
課
（
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
昌
ン
主
義
蘇
究
所
課
、
大
月
書
店
版
）
、
レ
ー

　
　
昌
ン
全
集
、
第
二
〇
巻
、
四
二
七
頁
。
以
下
に
お
い
て
は
前
者
を
O
o
～
と
、
ま
た
後
者
を
全
集
と
略
し
て
記
す
。

　
（
3
）
　
6
2
‘
8
＝
8
篭
q
亨
o
o
記
●
全
集
、
第
二
〇
巻
、
四
二
七
頁
。

　
（
4
）
　
O
o
‘
‘
8
思
8
噛
自
マ
昌
．
全
集
、
第
二
〇
巻
、
一
二
頁
。

　
（
5
）
　
0
2
‘
3
竃
8
噂
8
㌻
o
o
趨
●
全
集
、
第
二
〇
巻
、
四
二
六
頁
。
な
お
「
民
族
國
家
を
創
設
し
よ
う
と
す
る
志
向
を
生
み
だ
し
て
い
る
彊
力
な
経
濟
的
諸
要

　
　
因
↑
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
四
年
の
論
丈
「
民
族
自
決
権
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
比
較
的
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
。
∩
罫
8
蜜
曽
噂
自
マ
oo
8
～
o。
8
・

　
（
6
）
　
民
族
問
題
が
提
起
さ
れ
る
に
至
つ
た
ぞ
の
當
初
、
例
え
ば
一
九
〇
三
年
の
論
丈
「
ア
ル
メ
ニ
ァ
肚
會
民
主
主
義
者
の
宣
言
に
つ
い
て
」
で
す
で
に
彼
は
、

　
　
　
「
す
べ
て
の
鷲
金
民
主
主
義
者
が
指
針
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
二
つ
の
墓
本
原
則
」
　
（
3
窒
9
臼
マ
器
脚
）
　
と
し
て
民
族
の
同
権
と
自
決
檬
の
承
認
を
畢

　
　
げ
て
い
る
。
し
か
も
か
か
る
認
識
は
絡
始
攣
つ
て
い
な
い
。
し
か
し
彼
の
民
族
理
論
乃
至
は
ま
た
民
族
綱
領
の
核
心
を
成
す
も
の
が
民
族
自
決
の
問
題
で
あ
る
こ

　
　
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
9
瞬
u
留
8
辱
ミ
蕊
8
劃
国
‘
曽
≦
9
2
薗
就
O
葛
匡
ξ
り
O
臼
一
昌
曽
、
．
目
富
居
唱
留
壁
β
寄
註
o
零
簡
ヤ
一

　
　
q
程
β
霞
曽
一
譲
9
り
o
ゆ
）
、
現
に
、
彼
の
民
族
理
論
な
ら
び
に
民
族
綱
領
の
墓
本
的
性
格
ば
民
族
自
決
の
観
黙
か
ら
す
る
と
も
つ
と
も
よ
く
把
握
さ
れ
得
る
。

　
（
7
）
　
「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
法
律
的
定
義
を
も
て
あ
そ
ん
だ
り
、
抽
象
的
な
規
定
を
（
案
出
V
し
た
り
し
な
い
で
、
民
族
運
動
の
歴
史
的
－
経
濟
的
諸
條
件
を
検
討
す



　
み
こ
と
に
よ
つ
て
民
族
自
決
の
意
味
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
民
族
の
自
決
と
ぱ
、
あ
る
民
族
が
他
民
族
分
集
合
盤
か
ら
國
家
的
に
分
離
す
る
二
と
を
慰

　
味
し
て
お
り
、
凋
立
の
民
族
國
家
を
形
成
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
、
と
い
う
結
論
に
蓬
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
（
↓
〇
三
応
0
9
8
マ
o
。
詔
）
と
断
定
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
　
O
o
‘
・
婚
3
寓
誌
噛
8
亨
旨
臨
，
．
全
集
、
第
二
二
巻
、
一
六
五
頁
。

（
9
）
　
O
宝
‘
♂
羅
詑
り
9
亨
鵠
o
o
。
全
集
、
第
二
二
巻
、
一
六
六
頁
。

（
1
0
）
　
O
o
1
3
蟹
鵠
噸
身
マ
お
戯
・
全
集
、
第
二
二
巻
、
一
六
七
頁
。
「
資
本
主
義
の
も
と
で
は
政
治
的
民
主
主
義
の
諸
要
求
の
一
つ
が
鰹
済
的
意
昧
で
（
實
現

　
不
可
能
V
」
で
あ
る
と
い
う
考
察
は
、
「
費
本
主
義
と
政
治
的
民
主
主
義
と
の
一
般
的
お
よ
び
基
本
的
諸
闘
係
を
理
論
上
誤
っ
て
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
」
（
3
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ち
　
　
ち

　
謡
・
9
マ
旨
“
）
と
。
あ
る
い
は
ま
た
、
一
般
に
歌
治
的
民
主
主
義
は
、
資
本
主
義
の
上
に
立
つ
「
上
部
構
造
の
可
能
な
諸
形
態
の
う
ち
の
一
つ
（
理
論
上
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
リ

　
（
純
粋
V
費
本
主
義
に
と
つ
て
毘
常
な
形
態
で
あ
る
が
）
に
す
ぎ
な
い
」
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
「
民
主
主
義
の
諸
形
態
の
一
つ
、
ま
た
そ
の
諸
要
求
の
一
つ

　
が
（
貰
現
不
可
能
V
だ
と
論
ず
る
の
は
、
理
論
上
、
根
本
的
に
正
し
く
な
い
」
（
3
ぎ
認
暢
9
》
oo
誌
）
と
批
剣
さ
れ
て
い
る
。
O
ヌ
鱒
器
＝
℃
蟹
罵
o
℃
㌔
o
翼
急
o
oo
り
9
℃
・

　
鵠
㎝
～
Q
g
G
降
G

（
1
1
）
　
O
o
ヂ
輸
8
護
誌
讐
身
》
加
零
・
全
集
、
第
二
二
巻
、
三
七
四
頁
。

（
1
2
）
　
0
2
‘
8
髭
圏
蝉
9
ヤ
器
O
●
全
集
、
．
第
二
二
巻
、
三
七
五
頁
6

（
1
3
）
　
0
2
●
㌦
3
＝
謡
”
Q
弓
●
答
評
全
集
、
第
二
二
巻
、
三
七
四
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
つ
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ヨ

（
14
）
　
民
族
的
抑
塵
を
「
政
治
的
抑
歴
形
態
の
一
っ
」
と
み
る
レ
ー
昌
ソ
に
よ
る
と
、
肚
會
主
義
薩
會
に
お
い
て
は
自
決
権
は
も
は
や
適
用
さ
れ
得
な
い
と
す
る
主

　
張
は
一
八
九
四
年
か
ら
一
九
〇
二
年
に
か
け
て
の
古
い
「
経
濟
主
義
」
に
似
た
一
種
の
「
帝
國
主
義
的
経
濟
主
義
」
で
あ
る
と
奔
難
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
彼

　
は
、
反
動
的
な
帝
國
主
義
的
資
本
主
義
が
、
住
民
の
「
言
語
と
共
感
」
に
基
い
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
い
う
「
自
然
的
鋸
界
」
す
な
わ
ち
民
主
的
に
決
定
さ
れ
た
墳
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
い

　
を
、
ま
す
ま
す
頻
繁
に
破
撰
し
て
い
る
結
果
、
帝
國
主
義
は
そ
れ
に
代
る
鷲
會
主
義
に
た
い
し
て
「
よ
り
民
主
的
で
な
い
境
界
」
と
領
土
併
合
を
自
己
の
遺
産
と

　
し
て
残
す
だ
ろ
う
と
み
て
い
る
。
O
罫
㌦
3
躍
誌
｝
9
マ
ω
9
～
oo
O
O
●

（
蔦
）

（
論
）

（
π
）

（
1
8
）

（
m
）れ

こ
れ
の
額
だ
け
多
い
と
い
う
こ
と
を
意
昧
す
る
」
（
8
鑑
認
り
9
亨
Go
認
）

O
o
ヂ
℃
ぢ
護
謡
℃
q
ヤ
o
o
昌
。
全
集
、
第
二
二
巻
、
三
七
八
頁
。

O
罫
曽
雷
餌
目
℃
寓
諸
o
掌
O
o
ヂ
噂
8
g
誌
噛
自
㌻
5
ド
例
え
ば
、
全
集
、
第
二
二
巻
、

0
2
ε
3
窓
鵠
鳩
自
亨
旨
9
全
集
、
第
ニ
ニ
巻
、
一
六
九
頁
。

0
2
‘
8
＝
曽
噂
自
℃
．
o
o
霊
．
奎
集
、
第
二
二
巻
、
四
孟
一
頁
。

例
え
ぱ
彼
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
「
肚
會
主
義
の
も
と
で
大
國
と
い
う
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
o

『
民
族
自
決
』
の
ス
望
ー
ガ
ソ

一
六
五
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　
ち

一
日
の
勢
働
時
間
が
こ
れ
こ
れ
の
時
間
だ
け
．
少
く
、

四
三
九

　
　
　
り
　
　
り

一
日
の
賃
金
が
こ

（
孟
匠
匠
）



『
民
族
自
決
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

四
四
〇

（
五
孟
六
）

二

　
レ
ー
昌
ソ
に
よ
る
と
民
族
自
決
の
要
求
は
、
本
來
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
責
任
で
あ
つ
て
、
砒
會
民
主
主
義
者
の
無
條
件
に
な
す
べ
き
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
し
て
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
勲
、
彼
は
典
型
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
り
、
國
際
主
義
者
で
あ
つ
た
。
「
人
類
の
経
濟
的
、
政
治
的
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

よ
び
精
紳
的
な
全
生
活
は
す
で
に
資
本
主
義
の
も
と
で
ま
す
ま
す
國
際
化
」
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
し
た
が
つ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
國
際
主
義
の
原
則
、

罠
族
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
統
一
と
い
う
原
則
こ
そ
が
、
麿
會
民
主
主
義
者
に
與
え
ら
れ
た
至
上
の
要
請
で
あ
つ
て
、
ロ
シ
ア
杜
會
民
主
窯
も
決

し
て
そ
の
例
外
で
あ
つ
て
は
な
ら
鳳
と
繰
返
え
し
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
彼
の
プ
・
レ
タ
リ
ア
國
際
主
義
は
ロ
シ
ア
的
な
特
殊
性
を
無
覗
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
い
は
輕
醍
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
「
ロ
シ
ア
で
は
総
人
口
の
五
七
パ
ー
セ
ソ
ト
を
く
だ
ら
ぬ
一
億
人
以
上
の
人
間
が
被
抑
塵
民
族
に
属
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
民
族
は
主
と
し
て
邊
境
に
居
佳
し
、
そ
の
一
部
分
は
大
ロ
シ
ア
人
よ
り
も
文
化
的
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
ロ
シ
ア
で
は
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

制
度
は
特
に
野
螢
な
中
世
的
性
格
を
そ
の
特
色
と
し
て
お
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
は
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
」
と
把
握
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
彼
は
か
か
る
特
殊
的
な
献
況
下
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
民
族
的
抑
墜
の
強
化
、
し
た
が
つ
て
民
族
的
抵
抗
の
壇
大
を
何
人
に
も
ま
し
て
凝
覗

し
た
。
そ
の
結
果
「
帝
國
主
義
の
も
と
に
お
け
る
民
族
的
抑
塵
の
張
化
は
、
枇
會
民
主
裳
に
と
つ
て
は
、
民
族
の
分
離
の
自
由
の
た
め
の
、
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
る

ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
い
わ
ゆ
る
く
室
想
的
V
な
圃
孚
を
放
棄
す
る
よ
う
に
條
件
づ
け
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
反
封
に
、
こ
の
基
盤
の
上
で
も
稜
生

す
る
譜
衝
突
を
、
大
衆
行
動
の
た
め
の
、
な
ら
び
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
た
い
す
る
革
命
的
行
動
の
た
め
の
機
縁
と
し
て
、
強
力
に
利
用
す
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
ノ

う
に
條
件
づ
け
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
ロ
シ
ア
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
階
級
闘
孚
を
よ
り
有
利
に
展
開
さ
せ
、
革
命
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9

途
行
を
よ
り
急
速
且
つ
よ
り
容
易
に
さ
せ
得
る
可
能
性
を
被
抑
墜
民
族
の
解
放
蓮
動
に
見
出
し
得
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
民
族
蓮
動
の
現
駅
否
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
駿
術
的
な
利
用
の
可
能
性
が
理
解
さ
れ
、
ま
た
か
か
る
利
用
の
必
要
緊
急
性
が

自
畳
さ
れ
た
と
は
い
え
、
レ
ー
ニ
ン
に
よ
る
と
、
國
家
的
濁
立
を
希
求
す
る
民
族
蓮
動
、
す
な
わ
ち
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
歴
史
的
必
然
で
あ
る
民



族
的
要
求
は
、
本
質
的
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
要
求
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
つ
た
わ
け
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
彼
は
、
民
族
蓮
動
の
戦
術
的

な
利
用
、
民
族
蓮
動
と
の
同
盟
、
す
な
わ
ち
被
抑
墜
民
族
へ
の
好
意
的
な
呼
揖
け
が
、
民
族
的
な
孤
立
主
義
乃
至
は
分
離
主
義
、
就
中
大
ロ
シ
ア

入
的
排
外
主
義
を
促
進
し
、
プ
・
レ
タ
リ
ア
の
階
級
意
識
を
民
族
主
義
的
に
汚
染
し
混
濁
化
し
て
、
民
族
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
統
一
の
原
則
を
阻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

筈
す
る
で
あ
ろ
う
危
瞼
性
を
充
分
に
警
戒
し
た
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
搾
取
に
反
封
し
て
成
功
的
に
闘
う
た
め
に
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
が
民
族
主
義
か
ら
獅
立
し
て
い
る
こ
と
、
各
民
族
の
ブ
ル
ジ
ョ
7
ジ
ー
の
覇
櫨
を
め
ぐ
る
國
雫
で
い
わ
ば
完
全
に
中
立
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
民
族
運
動
の
職
術
的
利
用
、
し
た
が
つ
て
そ
の
た
め
に
と
ら
れ
る
べ
き
被
抑
墜
民
族
へ
の
好
意
的
な

姿
勢
は
、
も
ち
ろ
ん
姿
勢
と
し
て
充
分
な
有
効
性
を
備
え
る
と
同
時
に
、
か
か
る
姿
勢
に
よ
つ
て
生
ず
る
恐
れ
の
あ
る
當
面
の
、
あ
る
い
遮
將
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
（
9
）

に
お
け
る
危
瞼
性
乃
至
は
有
害
性
を
、
こ
れ
ま
た
、
充
分
に
同
避
し
、
排
除
し
得
る
ー
し
た
が
つ
て
民
族
あ
る
い
は
民
族
蓮
動
の
理
論
的
な
認

識
が
要
求
さ
れ
た
ー
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
危
瞼
な
「
爾
匁
転
鍵
」
と
も
い
う
ぺ
き
民
族
蓮
動
を
有
用
化
す
ぺ
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

あ
る
い
傭
有
用
化
し
得
ぬ
ま
で
も
無
害
化
す
べ
く
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
『
民
族
自
決
』
の
承
認
を
窯
の
民
族
綱
領
と
し
て
提
示
し
た
。
そ
し
て
こ
の

『
民
族
自
決
』
の
意
味
的
限
界
が
窯
内
外
の
論
敵
と
の
論
孚
に
お
い
て
打
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
民
族
自
決
』
の
承
認
と
い
う
綱
領
上
の

命
題
の
解
繹
に
あ
た
つ
て
、
レ
ー
ニ
ソ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
原
則
の
尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
求
し
た
。

　
第
一
は
、
國
家
的
分
離
と
同
義
的
な
『
民
族
自
決
』
の
解
繹
で
あ
る
。
「
民
族
自
決
穫
と
は
、
も
つ
ぱ
ら
政
治
上
の
意
味
で
の
狽
立
権
を
、
抑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
漉
）

歴
民
族
か
ら
自
由
に
政
治
的
に
分
離
す
る
櫨
利
を
意
味
す
る
」
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
を
、
例
え
ば
民
族
の
文
化
的
自
決
と
解
す
る
こ
と
は
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
》

レ
タ
リ
ァ
ー
ト
に
た
い
す
る
重
大
な
裏
切
り
で
あ
る
。
な
ん
と
な
ら
ば
『
民
族
自
決
』
を
國
家
的
分
離
へ
と
意
味
的
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

の
み
、
理
論
的
に
は
、
『
民
族
自
決
』
の
要
求
を
民
主
主
義
的
要
求
一
般
の
一
環
と
す
る
こ
と
、
し
た
が
つ
て
『
民
族
自
決
』
を
ふ
く
む
「
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
）

て
の
民
主
主
義
的
要
求
を
、
ブ
ル
ジ
翼
ア
ジ
ー
打
倒
の
た
め
の
革
命
闘
孚
に
從
属
さ
せ
る
」
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
し
か
も
現
實
に
は
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
が
民
族
問
題
に
闘
し
て
自
己
の
猫
自
性
を
確
保
し
、
自
主
性
を
留
保
す
る
こ
と
が
は
じ
め
て
可
能
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
と
要
求

　
　
　
　
『
民
族
自
決
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
一
　
　
　
（
五
五
七
）



『
民
族
自
決
』
の
ス
ロ
翼
ガ
ン

四
四
二

（
五
匠
八
）

さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
）
　
　
　
、
t
り

　
第
二
は
、
『
民
族
自
決
』
の
條
件
性
、
原
則
性
乃
至
は
溝
極
性
で
あ
る
。
「
階
級
闘
孚
の
も
つ
と
も
よ
い
環
境
を
つ
く
り
出
す
こ
と
」
、
「
い
か
な

㌧
　
覧
　
b
　
、
　
㌧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脇
）

る
場
合
に
も
自
己
の
階
級
の
嚢
展
を
保
護
す
る
こ
と
」
こ
そ
が
、
民
族
問
題
と
の
現
實
的
な
封
決
の
際
に
と
ら
れ
る
べ
き
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

原
則
で
あ
り
、
基
本
的
な
任
務
で
あ
る
。
「
肚
會
民
主
蕪
が
あ
ら
ゆ
る
民
族
の
自
決
構
を
承
認
す
る
の
は
、
あ
れ
こ
れ
の
民
族
の
國
家
的
分
離
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爺
》

利
害
得
失
を
一
っ
輔
つ
の
場
合
に
つ
い
て
、
肚
會
民
主
主
義
者
が
自
主
的
に
評
偵
す
る
こ
と
を
、
決
し
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
」
。
す
な
わ

ち
『
民
族
自
決
』
の
権
利
の
間
題
と
具
饅
的
な
民
族
の
自
決
の
問
題
と
を
明
確
に
匠
別
し
て
、
後
者
の
間
題
を
「
肚
會
の
嚢
展
全
饅
の
利
盆
の
見

地
か
ら
、
肚
會
主
義
を
め
ざ
す
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
階
級
闘
争
の
見
地
か
ら
・
全
く
自
主
的
に
鰍
薦
」
し
な
い
か
ぎ
り
・
別
言
す
る
と
『
民
族

自
決
』
櫨
の
承
認
を
條
件
的
、
原
則
的
、
消
極
的
な
承
認
に
止
め
な
い
か
ぎ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
階
級
的
要
求
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
民
族

遙
動
か
ら
の
解
放
は
現
賞
に
保
謹
さ
れ
な
い
と
、
彼
は
主
張
す
る
。
『
民
族
自
決
』
の
無
條
件
的
な
承
認
あ
る
い
は
現
實
的
實
践
的
な
肯
定
は
「
ブ

ル
蓄
罠
垂
薯
（
璽
く
庭
馨
鐘
撃
る
誕
の
馨
義
曽
和
呈
難
）
」
の
み
の
な
し
得
る
と
こ
ろ
虜
る
毒
響
れ
た
・

　
第
三
は
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
國
際
主
義
の
貫
徹
で
あ
る
。
レ
i
一
一
ン
は
民
族
間
題
と
の
封
決
の
當
初
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
國
際
主
義
の
原
則
を
強

調
し
、
『
民
族
自
決
』
権
の
承
認
を
民
族
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
統
輔
の
要
求
と
表
裏
一
饅
的
に
提
示
し
つ
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
『
民
族
自
決
』

と
ブ
9
レ
タ
リ
ア
國
際
主
義
の
原
則
と
が
同
時
的
に
李
行
し
て
語
ら
れ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
同
一
の
次
元
に
お
い
て
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か

つ
た
。
「
わ
れ
わ
れ
は
い
う
。
わ
れ
わ
れ
が
肚
會
主
義
革
命
を
途
行
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
打
倒
し
得
る
た
め
に
は
、
勢
働
者
は
咽
暦
緊
密
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幻
）

結
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
緊
密
な
結
合
に
役
立
つ
も
の
が
自
決
の
た
め
の
闘
争
、
す
な
わ
ち
併
合
反
封
の
闘
雫
で
あ
る
」
と
も

蓮
べ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
國
際
主
義
の
至
上
性
を
確
保
す
べ
く
、
「
抑
塵
民
族
の
肚
會
民
主
主
義
者
と
被
抑
璽
民
族
の
肚
會
民
主

嚢
誉
の
具
鵠
雀
蓼
嘉
す
る
麹
」
を
読
く
ヂ
な
わ
ち
醤
上
・
政
塗
な
ら
び
に
愚
上
あ
る
い
籍
埜
の
盤
糞
ゑ

上
、
抑
．
墜
民
族
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
被
抑
歴
民
族
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
統
U
さ
れ
た
行
動
を
現
實
に
確
保
す
る
た
め
に
は
、
雨
者
に



た
い
す
る
宣
傳
は
嘲
様
で
あ
り
得
ぬ
わ
け
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
抑
墜
民
族
の
肚
會
民
主
主
義
者
は
分
離
の
自
由
を
、
被
抑
墜
民
族
の
肚
會
民
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
圏
）

主
義
者
は
結
合
の
自
由
を
宣
傳
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
要
求
す
る
。
し
か
し
、
か
か
る
要
求
を
全
面
的
に
受
入
れ
た
場
合
の
『
民
族
自
決
』
に
、

そ
の
用
語
が
表
現
す
る
本
來
的
な
意
味
を
求
め
る
こ
と
が
現
實
に
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

前
述
の
よ
う
な
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
國
際
主
義
の
尊
重
、
ま
た
そ
の
観
地
か
ら
す
る
『
民
族
自
決
』
槽
承
認
の
條
件
性
、
原
則
性
乃
至
は
消
極

性
、
そ
し
て
か
か
る
制
約
を
論
理
的
に
可
能
な
ら
し
め
る
『
民
族
自
決
』
の
國
家
的
分
離
と
同
義
語
的
な
定
義
、
す
べ
て
こ
れ
ら
の
要
求
を
全
面

的
且
つ
高
度
に
充
す
な
ら
ば
、
レ
ー
昌
ン
の
規
定
す
る
『
民
族
自
決
』
穫
は
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
形
骸
的
な
櫨
利
と
化
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
し
か
も
形
骸
化
さ
れ
得
る
『
民
族
自
決
』
に
は
、
さ
ら
に
直
接
あ
る
い
は
間
接
の
制
約
が
公
然
と
あ
る
い
は
暗
獣
裡
に
加
え
ら
れ
て

　
（
創
）

い
た
。
し
た
が
つ
て
『
民
族
自
決
』
の
形
骸
化
は
い
よ
い
よ
も
つ
て
容
易
と
な
る
。
彼
の
民
族
理
論
は
『
民
族
自
決
』
の
形
骸
的
な
解
繹
を
要
求

す
る
も
の
、
乃
至
は
ま
た
詐
容
す
る
も
の
で
あ
つ
た
の
か
。

（
1
）
　
レ
ー
昌
ソ
の
民
族
理
論
が
古
典
的
な
マ
ル
ク
ス
理
論
の
忠
實
な
理
論
的
繕
承
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
問
題
演
あ
ろ
う
（
9
晩
‘
亀
‘
≦
9
鉾
φ
U
3

　
乞
p
舘
o
昌
目
留
“
ぎ
詳
舅
葛
謡
o
昌
口
髪
β
　
甘
旨
婁
且
　
固
届
『
り
、
、
日
ぴ
o
魯
β
o
ユ
3
昌
の
宣
二
〇
導
島
冨
酔
悟
虞
吋
o
冨
盤
5
寄
丘
Q
毛
矯
嚇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
ね

　
ご
0
8
目
富
き
お
器
暢
り
お
o
o
～
亀
司
）
。
し
か
し
、
彼
の
民
族
理
諭
ガ
マ
ル
ク
ス
と
「
同
一
の
鮭
會
主
義
的
世
界
観
に
由
來
す
る
も
の
」
（
3
言
謡
｝
自
亨
器
㎝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　
セ
　
　
ロ
　
　
ヨ
　
　
ち

　
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
ま
た
彼
が
、
　
一
九
〇
三
年
の
「
わ
れ
わ
れ
の
綱
領
に
お
け
る
民
族
問
題
」
に
お
い
て
、
「
民
族
獅
立
は
、

　
ロ
　
ち
　
セ
　
リ
　
や
　
ロ
　
ら
　
う
　
ヨ
　
い
　
セ
　
　
　
も
　
い
　
る
　
ヘ
　
ヨ
　
じ
　
ら
　
リ
　
　
セ
　
う
　
じ
　
も
　
セ
　
ヨ
　
セ
　
セ
　
リ
　
む
　
リ
　
セ
　
ら
　
む
　
じ
　
む
　
　
　
　
セ
　
ヘ
　
ヨ
　
む
　
ヨ
　
セ
　
セ
　
る
　
リ
　
ロ
　
ち
　
む
　
セ
　
ち
　
リ
　
セ
　
ち
　
う
　
ヤ
　
ロ
　
リ
　
む
　
ロ
　
む

　
そ
れ
を
め
ざ
し
て
無
條
件
に
、
い
か
な
る
事
情
が
あ
ろ
う
と
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
闘
争
し
q
つ
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
的
利
盆
に
不
可

　
ヨ
　
　
　
ロ
　
ロ
　
む
　
ロ
　
じ
　
む
　
ち
　
ち
　
り
　
ヘ
　
セ
　
や
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
で
は
な
い
」
（
3
崔
9
9
サ
偉
劇
～
障
㎝
）
と
い
う
カ
ウ
ツ
キ
ー
の
言
を
引
用
し
つ
つ
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
蕪
に
よ
る
『
民
族
自
決
』

　
の
提
示
が
、
貴
は
、
階
級
聞
箏
の
現
貴
的
、
政
治
的
な
、
す
な
わ
ち
験
術
的
な
配
慮
に
よ
る
こ
と
を
既
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
鮎
こ
そ
、
彼
の
國
際
主
義
の
本
質

　
あ
る
い
は
民
族
理
論
の
性
格
を
知
る
た
め
に
は
是
非
と
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
2
）
　
O
宝
‘
8
躍
旨
”
身
挙
曽
9
全
集
、
第
一
九
巻
、
二
五
一
頁
。

（
3
）
　
彼
は
、
民
族
自
決
の
親
鮎
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
三
つ
の
國
家
類
型
を
定
立
す
る
。
第
一
は
、
ブ
ル
ジ
旨
ア
的
・
進
歩
的
民
族
運
動
を
蓬
か
以
前
に
完
了
し

　
た
西
歎
の
先
進
的
賓
本
主
義
諸
國
な
ら
び
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
で
あ
り
、
「
こ
れ
ら
の
（
大
》
民
族
は
い
ず
れ
も
植
民
地
お
よ
び
國
内
で
他
民
族
を
抑
璽
し
て
い

　
　
　
『
民
族
自
決
』
の
ス
ロ
雪
ガ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
三
　
　
　
（
五
匠
九
）



『
民
族
自
決
』
の
ス
ロ
ー
ガ
γ

四
四
四

（
五
六
〇
）

　
る
」
。
第
二
は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
す
な
わ
ち
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
バ
ル
カ
ソ
諸
國
お
よ
び
特
に
ロ
シ
ア
で
あ
る
。
「
こ
こ
で
は
弛
な
ら
ぬ
二
〇
糎
組
が
ブ
ル
ジ
誘
ア
民

　
主
主
義
的
民
族
蓮
動
を
特
に
登
展
さ
せ
、
民
族
闘
雫
を
激
化
さ
せ
た
」
。
第
三
橡
、
中
國
、
ベ
ル
シ
ア
、
ト
ル
コ
の
よ
う
な
牛
植
民
地
諸
國
と
す
べ
て
の
植
民
地
で

　
あ
る
。
「
こ
こ
で
は
ブ
ル
ジ
蓬
ア
民
主
主
義
逞
動
は
一
部
で
は
や
つ
と
は
じ
ま
つ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
　
一
部
で
ば
完
了
ま
で
に
前
途
ぼ
ど
遠
い
」
（
司
O
躍
伽
o
評
9
唱
●

　
S
O
～
一
ε
）
。
し
た
が
つ
て
民
族
問
題
に
關
す
る
プ
・
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
任
務
も
自
ら
異
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
か
か
る
認
識
の
上
に
こ
そ
眞
の
國

　
際
主
義
が
成
立
す
る
と
確
信
さ
れ
て
い
た
。

（
4
）
　
0
2
‘
3
国
“
o
㌍
鶏
マ
一
爵
～
一
＆
．
全
集
、
第
二
二
巻
、
一
七
九
頁
。
O
罫
㌦
3
鍵
峯
り
9
亨
曽
o
o
～
讐
♪
3
言
“
0
9
q
？
oo
お
～
oo
o
o
●
・

（
5
）
　
0
2
・
鰭
3
竃
鵠
讐
自
マ
峯
劇
。
全
集
、
第
二
二
巻
、
エ
ハ
八
頁
。

（
6
）
ブ
ル
ジ
ョ
ア
罠
主
主
義
に
つ
い
て
の
レ
ー
昌
ソ
の
評
債
に
は
種
々
の
疑
問
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
彼
が
一
九
一
六
年
の
「
肚
會
主
義
革
命
と
民
族
自
決
権

　
（
テ
ー
ゼ
）
」
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
把
握
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
「
杜
會
主
義
革
命
は
、
た
だ
一
同
の
行
動
で
は
な
く
、
　
た
だ
一
つ
の

　
職
線
に
お
け
る
た
だ
一
同
の
戦
闘
で
は
な
く
、
幾
多
の
激
烈
な
階
級
的
諸
衝
突
か
ら
な
る
一
時
代
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
域
線
に
わ
た
る
、
す
な
わ
ち
経
濟
上
お
よ

　
び
政
治
上
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
か
ん
す
る
戦
闘
の
長
い
系
列
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
戦
闘
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
！
の
牧
奪
と
し
て
の
み
絡
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
民
主

　
主
義
の
た
め
の
閥
争
は
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
鮭
會
主
義
革
命
か
ら
そ
ら
せ
、
あ
る
“
は
そ
れ
を
妨
害
し
、
曖
昧
に
す
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
と
考
え
る
な
ら

　
ば
、
そ
れ
は
根
本
的
な
誤
り
で
あ
ろ
う
。
反
封
に
、
勝
利
を
得
た
鮭
會
主
義
が
完
全
な
民
主
主
義
を
實
現
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
な
い
と
同
稼
に
、
民
主

　
主
義
の
た
め
の
全
面
的
な
、
一
貫
し
た
革
命
的
闘
争
を
行
わ
な
い
よ
う
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
た
い
す
る
勝
利
を
準
備
す
る
こ
と
は
で

　
き
な
い
」
（
弓
O
竃
“
o
評
Q
剛
℃
。
一
Q
o
q
ゆ
）
と
o

（
7
）
　
同
時
に
、
彼
は
、
暴
力
的
な
、
大
・
シ
ア
的
・
黒
百
人
組
的
な
民
族
的
抑
燃
、
洗
煉
さ
れ
た
反
動
的
ブ
ル
ジ
量
ア
民
族
主
義
者
あ
る
い
は
日
和
見
的
融
會
排

　
外
主
義
者
に
よ
る
勢
働
逞
動
の
民
族
的
離
間
と
細
分
化
と
が
蓮
行
し
て
い
る
現
賓
を
重
覗
し
た
。
O
罫
”
塁
昌
℃
窪
ε
り
8
属
お
矯
身
七
・
認
0
8
3
鑑
8
噂
8
ヤ

　
N
霧
噛
劇
鱒
一
・
り

（
8
）
　
O
o
‘
ε
3
＝
8
響
自
ヤ
o
o
譲
．
全
集
、
第
二
〇
巻
、
四
五
三
頁
。

（
9
）
　
彼
が
恐
れ
た
危
瞼
性
乃
蚕
は
有
害
性
と
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
で
あ
る
が
故
に
、
ま
た
プ
・
レ
タ
リ
ア
革
命
へ
の
障
碍
と
な
る
が
故
に
否
定
さ
れ
、
嬢
悪
さ
れ

　
る
べ
き
民
族
蓮
動
の
一
時
的
・
便
宜
的
な
手
段
化
に
よ
る
手
段
か
ら
の
拘
束
性
で
あ
っ
た
。

（
m
）
　
ピ
9
3
卜
‘
o
冒
。
o
詳
●
噸
眉
●
応
o
o
o
．

（
U
）
　
『
民
族
自
決
』
権
の
承
認
と
い
う
民
族
綱
領
は
一
九
〇
三
年
の
第
二
同
窯
大
會
で
は
じ
め
て
採
繹
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
一
九
二
二
年
夏
の
糞
中

　
央
委
員
曾
と
糞
活
動
家
と
の
合
同
協
議
會
で
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。



（
1
2
）
　
O
o
．
ポ
弓
9
隔
心
D
鱒
q
㌻
一
齢
・
全
集
、
第
二
二
巻
、
　
一
六
八
頁
。
『
民
族
自
決
』
を
民
族
の
政
治
的
分
離
と
解
す
る
態
度
は
絡
始
憂
つ
て
い
癒
い
．

　
ほ
、
か
か
る
解
綿
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
民
族
運
動
の
一
時
的
・
便
宜
的
な
、
し
か
も
合
目
的
な
手
段
化
を
保
鐙
す
る
基
本
的
な
、

　
懐
の
前
提
を
な
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

（
13
）

（
14
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
π
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
⑳
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

不問
可題

い
る
。

か
も
『
民
族
自
決
』
権
の
封
象
、

謹
●
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

盆
よ
り
も
上
位
に
あ
る
」
（
3
竃
さ
，
評
9
マ
器
O
）
と
確
信
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
も
つ
と
も
一
九
一
六
年
當
時
の
彼
は
「
肚
會
主
義
が
實
現
さ
れ
る
の
は
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
む
　
　
り

ら
ゆ
る
國
の
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
統
一
さ
れ
た
行
動
に
よ
つ
て
で
は
な
く
、
先
進
的
資
本
主
義
の
登
展
段
階
に
到
達
し
た
少
数
の
諸
國
の
ブ
・
レ
タ
リ
ア
の
統
一
さ

れ
た
行
動
で
あ
る
」
（
3
尾
器
鴨
9
亨
8
）
と
考
え
て
い
た
。

O
竃
‘
基
冒
℃
属
言
8
0
0
～
3
竃
帥
9
8
》
嵩
～
器
・
例
え
ぱ
、
全
集
、
第
二
〇
巻
、
一
九
－
二
五
頁
参
照
。

0
2
‘
8
鑑
詑
噛
自
マ
旨
o
o
●
全
集
、
第
二
二
巻
、
一
七
二
頁
。

0
2
・
鱈
3
竃
8
甲
魯
マ
器
『
全
集
、
第
二
〇
巻
、
四
三
七
頁
。

O
o
‘
‘
8
護
h
o
9
勾
㌻
o
o
o
o
“
o
●
全
集
、
第
二
〇
巻
、
四
三
七
頁
。

0
2
声
♂
竃
お
り
身
マ
臨
診
に
。
全
集
、
第
一
九
巻
、
二
四
八
頁
。

O
o
ヂ
輸
8
寓
お
り
自
ヤ
⑳
留
。
全
集
、
第
一
九
巻
、
四
五
六
頁
。

0
2
‘
ぢ
罵
9
q
ヤ
造
♪
全
集
、
第
六
巻
、
四
七
一
頁
。

0
2
‘
3
護
認
噛
自
》
●
o
留
●
全
集
㍉
第
二
二
巻
、
三
九
一
頁
。

0
2
‘
3
鑑
認
噂
自
℃
●
は
余
全
集
、
第
二
二
巻
、
一
八
○
頁
。

O
宝
‘
3
罵
臨
o
o
o
り
自
ヤ
ホ
～
偉
・
全
集
、
第
二
三
巻
、
五
四
頁
。

O
o
‘
‘
3
言
幽
o
評
自
ヤ
o
o
oo
一
～
o
o
o
o
臨
o
・
全
集
、
第
二
二
巻
、
四
〇
六
－
四
〇
七
頁
。

レ
ー
昌
ソ
に
よ
る
と
、
自
決
を
認
め
る
か
否
か
の
具
髄
的
な
問
題
の
決
定
権
は
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
、
し
た
が
つ
て
そ
の
前
術
で
あ
る
蕪
に
委
ね
ら
れ
て

　
し
か
も
こ
の
薫
は
民
族
的
個
別
性
を
全
く
考
慮
し
な
い
中
央
集
檀
的
な
組
織
原
理
に
基
い
て
構
成
さ
れ
た
。
O
罫
鰯
＝
碧
℃
国
＝
O
㌢
8
詔
9
零
℃
●
さ
ド
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
行
使
あ
る
い
は
保
謹
な
ど
に
つ
い
て
の
規
定
の
訣
如
、
慶
昧
さ
が
認
め
ら
れ
る
。
o
h
●
｝
野
噂
餌
‘
8
●
鼠
針
》
8
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
が
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
若
干
の
大
き
な
、
そ
し
て
極
め
て
大
き
な
民
族
の
解
放
の
利
盆
は
、
小
さ
な
民
族
の
解
放
浬
動
の
利

『
民
族
自
決
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

四
四
五

（
五
六
一
）



罠
旋
貞
誰

の
ス
ロ
ー
ガ
ソ

四
四
六

（
五
六
二
）

む

す

び

窯
の
民
族
綱
領
と
し
て
定
立
さ
れ
た
『
民
族
自
決
』
の
命
題
は
、
そ
の
提
示
の
緊
念
必
要
性
を
打
出
し
て
い
つ
た
レ
ー
ニ
ソ
の
す
ぐ
れ
て
現
實

的
な
、
す
な
わ
ち
戦
術
的
な
考
慮
と
の
關
蓮
に
お
い
て
み
る
と
、
實
質
的
な
内
容
を
飲
い
た
一
個
の
形
骸
、
室
虚
な
ス
ロ
ー
ガ
γ
と
し
か
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

れ
な
い
。
し
か
し
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
彼
が
第
ニ
イ
ン
タ
1
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
忠
實
な
縫
承
で
あ
る
と
自
負
す
る
『
民
族
自
決
』
は
、
實
は
、
形

骸
化
さ
れ
る
可
能
性
と
蓋
然
性
を
備
え
た
権
利
で
あ
り
、
ス
ロ
！
ガ
ソ
で
あ
つ
た
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
し
か
ら
ば
、
彼
の
民
族
理
論
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
革
命
の
途
行
と
い
う
現
實
的
な
要
講
、
別
言
す
る
と
験
術
的
な
必
要
か
ら
す
る
『
民
族
自
決
』

の
室
洞
化
的
な
解
縄
を
詐
容
す
る
も
の
で
あ
つ
た
の
か
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
彼
の
民
族
理
論
は
『
民
族
自
決
』
の
實
践
的
な
室
洞
化
を
決
し
て

撞
否
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
國
家
的
分
離
と
同
義
的
な
『
民
族
自
決
』
の
解
繹
は
、
民
族
蓮
動
の
本
質
を
民
族
の
國
家
的
猫
立
と
規
定
す
る

歴
史
・
経
済
的
な
理
論
の
必
然
的
な
要
求
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
民
族
問
題
解
決
の
不
可
進
的
な
條
件
を
砒
會
主
義
肚
會
の
成
立
に
求
め

る
彼
の
理
論
か
ら
す
れ
ば
・
鑑
の
よ
差
罠
族
裏
暴
承
認
の
條
件
性
・
原
則
携
至
箔
齢
あ
る
い
讐
た
ご
多
リ
ア
の
階
級

的
利
盆
の
至
上
性
の
要
求
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
國
際
主
義
の
原
則
尊
重
、
中
央
集
櫨
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
蕪
へ
の
具
饅
的
な
自
決
可
否
の
決
定
構
の

委
鍍
等
々
、
要
す
る
に
『
民
族
自
決
』
の
形
骸
化
も
、
か
か
る
形
骸
化
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
猫
裁
権
力
の
實
現
に
と
つ
て
緊
急
不
可
欲
で
あ
る
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
歌
況
判
断
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
理
論
と
決
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
し
か
し
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
瓢
は
、
民
族
蓮
動
を

ブ
ル
ジ
ョ
ア
融
會
の
歴
史
的
所
産
で
あ
る
と
把
握
す
る
彼
の
民
族
理
論
が
、
資
本
主
義
の
襲
展
に
伴
う
自
然
必
然
的
な
民
族
的
隔
壁
の
破
壊
の
進

行
、
就
中
、
紅
食
主
義
の
も
と
に
お
け
る
民
族
抑
墜
的
な
経
濟
的
基
盤
の
消
滅
、
し
た
が
つ
て
民
族
的
和
合
の
客
観
的
な
進
行
を
豫
想
し
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
理
論
は
、
肚
會
主
義
革
命
へ
と
志
向
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
民
族
蓮
動
の
戦
術
的
な

利
用
に
よ
る
、
換
、
冒
す
れ
ば
一
時
的
・
便
宜
的
な
手
段
化
に
よ
る
手
段
的
な
民
族
蓮
動
か
ら
の
拘
束
を
、
逞
く
と
も
肚
會
主
義
革
命
後
に
お
い
て



は
、
冤
か
れ
得
る
ー
そ
の
た
め
に
は
主
儘
的
な
條
件
が
要
求
さ
れ
る
が
ー
こ
と
を
彼
等
に
約
束
し
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
こ
の
理
論
は
ま
た

『
民
族
自
決
』
の
、
そ
の
用
語
の
本
來
的
な
意
味
に
お
け
る
解
繹
を
、
か
か
る
解
縄
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
階
級
的
利
盆
を
よ
り
よ
く
保
誰
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
で
あ
れ
ば
、
決
し
て
拒
否
す
る
も
の
で
も
な
か
つ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
レ
ー
昌
ソ
の
民
族
理
論
は
、
民
族
理
論
一
般
の
観
黙
か
ら
す
れ
ば
、
批
到
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
問
題
勲
を
少
か
ら
ず
残
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
え
な
い
。
ま
た
彼
の
民
族
理
論
に
論
理
的
整
合
性
を
認
め
得
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
が
、
闘
孚
し
つ
つ
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
現
實
的
な
要
求
、
肚
會
主
義
革
命
の
途
行
を
よ
り
急
速
且
つ
よ
り
容
易
に
す
べ
く
と
ら
れ
た
民
族
蓮
動
の
職
術
的
利
用
を
、
保
誰
す
る

理
論
と
し
て
の
役
割
を
負
う
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
る
。
要
す
る
に
、
レ
婁
ニ
ン
の
定
立
し
た
『
民
族
自
決
』
に

は
、
そ
れ
を
彼
の
民
族
理
論
と
の
關
蓮
に
お
い
て
み
る
と
、
反
民
族
自
決
的
ま
た
は
非
民
族
自
決
的
な
意
味
と
民
族
自
決
的
な
意
味
と
が
共
に
用

意
さ
れ
て
い
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
『
民
族
自
決
』
に
爾
極
的
な
意
味
が
同
居
す
る
と
い
う
結
論
か
ら
、
　
つ
ぎ
の
よ
う
な
展
望

が
可
能
と
な
つ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
レ
ー
ニ
ソ
の
民
族
理
論
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
獅
裁
椹
力
成
立
後
に
お
け
る
民

族
國
家
形
成
的
な
運
動
の
出
現
を
豫
想
し
て
い
な
い
。
し
た
が
つ
て
か
か
る
蓮
動
が
出
現
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
彼
の
民
族
理
論
か
ら
は
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
反
動
と
し
て
し
か
詮
明
さ
れ
得
な
い
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
穫
力
的
な
抑
墜
が
正
當
化
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
輩
純
な
圖
式
は

種
々
の
問
題
性
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
、
レ
ー
ニ
ソ
の
民
族
理
論
の
、
民
族
の
理
論
と
し
て
の
問
題
、
彼
の
職
術
の
基

本
的
な
原
理
に
闘
す
る
問
題
あ
る
い
は
ま
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
凋
裁
政
構
の
民
族
政
策
の
本
質
に
關
す
る
問
題
を
と
く
貴
重
な
手
掛
り
が
見
出
さ
れ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
1
）
　
し
か
し
、
『
民
族
自
決
』
の
レ
ー
。
一
ソ
的
な
解
糧
が
、
一
八
九
六
年
の
第
ニ
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
窪
ナ
ル
の
規
定
し
た
民
族
自
決
の
忠
實
な
解
穆
で
あ
る
か
否
か

　
は
幾
問
で
あ
る
。
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（
2
）
　
彼
は
『
民
族
自
決
』
樫
を
結
鷲
の
櫻
利
あ
る
い
は
離
婚
の
自
由
に
な
ぞ
ち
え
て
、
『
自
決
』
権
承
認
の
條
件
性
、
原
則
性
あ
る
い
は
滑
極
性
を
合
理
化
し
て

　
　
　
『
民
族
自
決
』
の
ス
ロ
雇
ガ
γ
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い
る
。
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（
3
）
　
「
民
族
問
題
ば
肚
會
主
義
革
命
の
問
題
、
　
す
な
わ
ち
プ
・
レ
タ
リ
ア
獅
裁
の
問
題
に
從
厨
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
レ
ー
ニ
ソ
が
述
べ
た
」
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閑
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）
と
い
う
こ
と
は
、
既
存
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
民
族
蓮
動
を
ブ
・
レ
タ
リ
ア
革
命
途
行
の
た
め
の
職
術
的
手
段
と
し
て
活
用

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

（
4
）
　
O
竃
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0
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4
8
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お
矯
9
亨
曽
戯
，
「
レ
i
昌
γ
は
民
族
問
題
を
解
決
す
べ
き
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
利
用
す
べ
き
も
の
と
し
て
考
え
た
」
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）
と
解
す
る
よ
り

　
は
、
む
し
ろ
、
解
決
し
得
る
が
散
に
利
用
す
べ
き
も
の
と
考
え
た
と
認
め
た
い
。
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6
）
彼
の
民
族
理
論
に
内
在
す
る
民
族
自
決
椹
の
原
理
と
國
際
主
義
の
原
理
は
、
同
一
の
次
元
に
あ
る
二
つ
の
矛
盾
し
た
原
理
と
し
て
把
握
（
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す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
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理
解
す
べ
き
で
ば
な
い
か
と

　
考
え
る
。


